
【同月過誤】 

同月過誤では、「過誤申立」と「再請求」を同一審査月に行います。 
 

例：１月提供分について、算定不可の加算1,000円分を含む10,000円の請求をしていたため（2月審査済）、 

「３月審査」で正しい請求額9,000円に調整する場合 

過誤申立 ： １月提供分 報酬   10,000円（算定不可の加算報酬 1,000円を含む） 

事業者請求： ２月提供分 報酬  300,000円 

１月提供分 報酬    9,000円（再請求分） 

 

２月提供分 300,000 円 （全報酬） 
１月提供分 

（再請求分） 

9,000 円 

   

 １月提供分（過誤） 

10,000 円 

  

３月審査による全報酬 （過誤調整後） 

299,000 円 

 

過剰請求分 1,000 円は、 

２月提供分から減額されます。 

３

月

審

査 
 

300,000 
－  10,000 
＋   9,000 
＝ 299,000 



２月提供分（全報酬）

２月提供分（全報酬）

Ａ' (過剰請求）

Ａ' (実績取下げ)

1月提供分(Ａさん以外の分含む)

２月提供分（全報酬）

↑ 返金分(算定できない加算分等)

３月5日までに「過誤申立申請書」
を提出し、3月10日までに国保連合
会に再請求を行う。

Ａさんの給付実績について、２月に誤った 請求をして
いたため、３月に同月過誤申立て をした場合

過誤申立による実績取下げＡ'と、 再請求Ａを同一月（３
月）に行う。
（２月のＡ' 過剰請求分と再請求Ａ 分の差額が全体の報酬か
ら減ることとなる。(相殺される) ）

Ａ (正常)

Ａ'  (過剰請求)

再請求Ａ (正常)

再請求Ａ (正常)



　例：本来9,000円の請求を10,000円で請求し、すでに支払いが決定している場合

　　　（誤って、1,000円多く請求した場合）

同月過誤の申立時系列図

【同月過誤による申立】

事業所 鳥取市 国保連

事業所 国保連

３月審査分

として処理

過誤申立
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までに提出
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再請求

9,000円の請求
（２月利用分と

同時請求）

３月
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国保連 事業所

４月末に精算

▲10,000円と9,000円の支給
（４月未支払い分から▲1,000円） 同月審査となるこ

とで、「過誤額」

と「本来額」が相

殺される。

３月審査分

として処理


